
第２号様式の２（第６条関係） 

事業計画書 

 

１ 大会概要 

大 会 名 第５回アジアサッカー大会 

競    技 サッカー 

主 催 者 等 

主催：（公財）東京スポーツ連盟 

主管：未定 

後援：未定 

協賛：未定 

開 催 日 程  令和４（２０２２）年３月１日～令和４（２０２２）年３月３日 ３日間 

会 場 
 東京サッカースタジアム 

※未定の場合には、候補の会場を記載 

大 会 規 模 

 

参加国数：１０か国 

選 手 数：（国内）２０人又は  団体 

     （海外）１８０人又は  団体 

観 客 数：１５，０００人 

所管国際統括競技団体 名称：国際サッカースポーツ協会 

同 大 会 の 

過去の開催 

状    況 

 

 

 

 

 

 

 

※開催が予定されている大会を含め、５大会までを記載 

※上記以外で過去に国内で開催した実績がある場合は、下記に記入 

 

  日本国内での開催実績なし 

 

                           

開催年 開催国 開催都市 参加国数 観客数 
２０１８ 中国 北京 １０ 10,000 

２０１６ タイ バンコク ５ ５,000 

     

     

     

 

  

記入例 



 

２ 大会開催時の取組 

東京都と連携 

したスポーツ

振興事業の 

概    要 

目的： 

サッカー競技の普及振興及び国際大会の観戦機会の増加。 

 

期待される効果： 

競技への興味関心を高めるとともに、都民のスポーツに対するモチベー

ションを向上させる。 

 

事業内容： 

 都民を対象とした観戦招待及びサッカー教室の実施。 

 

参加する都民の人数： 

 ５０人（観戦招待：親子１０組、サッカー教室：３０人） 

 

東京 2020大会 

レガシー要素 

 東京２０２０大会競技種目であり、大会会場を使用予定。 

 

※東京 2020大会の競技種目である、会場となった施設で大会当時と同様の

競技に関する大会を開催するなど、東京 2020大会のレガシーとなる要素

を記載 

関 連 す る 

東京都の事業 

 トップアスリート発掘・育成事業第３期生〇〇〇〇選手が出場予定。 

 

※「東京アスリート認定制度」や「トップアスリート発掘・育成事業」等に

より都が発掘・育成したアスリートの出場機会があるなど、関連する東

京都事業を記載 

東京の 

プレゼンス向上

に資する取組 

 ・大会の見どころ等を PR する番組を You tube 等で配信 

 ・新型コロナウイルス感染症の感染状況により、無観客となる場合は、

You tube 等による生配信 

 ・国際・国内メディアへの積極的な働きかけ 

 

※メディア露出や観客を増やす工夫等、大会のＰＲにつながる取組を記載 

安全対策 

（新型コロナウイルス

感染症拡大防止対策を

含む） 

・大会開催時の新型コロナウイルス感染症の感染状況に応じて、スポー

ツ庁をはじめとする各種ガイドラインを遵守 

 


